第○分科会「○○○○○」段組み
編集で段組みをしますので、体裁は気に
されず、ひたすら記録を記載してください。
「ですます調」は×です、「である調」で
記載してください。
よろしくお願いいたします！


提言１「タイトル」
発表者：所属・肩書・氏名


【質疑応答】	Comment by YAMAKAWA Michi,: 質疑応答の内容を「である調」で記載。
「あのー・・、えー・・」など内容と直接関係のない発言はカットしても○
Q1.（所属・肩書・氏名）　（例：○○小学校PTA会長　沖縄 太郎）
　　テキストテキスト・・・・・

A1.（所属・肩書・氏名）　
　　テキストテキスト・・・・・

Q2.（所属・肩書・氏名）
　　テキストテキスト・・・・・

A2.（所属・肩書・氏名）
　　テキストテキスト・・・・・

※質疑は全て記載する。


【討　議】／【シンポジウム】	Comment by YAMAKAWA Michi,: 第１・第3は【討議】とし、第2・特別分科会は、【シンポジウム】とする。
発言者名、発言内容を記載。
すべて「である調」とする。
司会：・・・・・・
質問形式の場合はQ1.（所属・肩書・氏名）／A1.（所属・肩書・氏名）とし、ご意見の際は「★ ○○小学校PTA会長　国頭 華子」とする。


【指導助言】	Comment by YAMAKAWA Michi,: ２演題に其々の助言がある場合は、
「○○小学校」・・・
「△△中学校」・・・
と段落を分ける。
まとめて一つの助言の際は特に記載する必要はない。
所属・肩書・氏名（助言者）
　テキストテキスト・・・
